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Ⅰ 研究の目的

平成20年３月告示の中学校学習指導要領家庭分野住生活の内容では，家族が住まう空間としての

住居の機能を理解し，安全で快適な室内環境の整え方を知り，よりよい住まい方を工夫する能力の

育成が求められている。

しかし,「特定の課題に関する調査」（国立教育政策研究所，平成20年度）によると，安全に住ま

う工夫について考える学習が好きと肯定的に回答した生徒は50％と，他の内容より一段と低い傾向

にある。さらに，安全に関する意識はあまり高くはなく，新鮮な空気を流れやすくする窓の位置を

考えたり，家庭内事故の要因を具体的に考えたりすることに課題が見られた。これは，住生活の指

導において容易に取り入れられる実践的・体験的な学習活動や実生活とかかわりのある題材例が少

ないことで，指導に不安を抱えている教師が少なくないことが要因として考えられる。

そこで，家庭分野の住生活の内容について，日常生活を想定した場面設定や簡易実験などの実践

的・体験的な学習活動を盛り込んだ題材開発や指導資料を作成し，実践的・体験的な学習活動を支

援する必要がある。

本研究は，住生活の内容における題材開発と指導資料の作成を通して，技術・家庭科家庭分野に

おける実践的・体験的な学習活動の充実に役立てようとするものである。

Ⅱ 研究の内容と方法

１ 内容と方法

(1) 中学校技術家庭科家庭分野における実践的・体験的な学習活動に関する基本構想の立案（文

献法，調査法）

(2) 実践的・体験的な学習活動を中心とした題材と指導資料の作成（教材開発法，文献法）

(3) 開発した題材を活用した授業実践と実践結果の分析と考察（授業実践，調査法）

(4) 中学校技術家庭科家庭分野における実践的・体験的な学習活動に関する研究のまとめ

２ 調査と授業実践の対象

(1) 調査の対象

中学校家庭科教員９校９名（花巻市教育研究所中学校家庭部会４名，和賀地区教育研究会技

術・家庭科部会家庭班５名）

(2) 授業実践の対象

花巻市立矢沢中学校（研究協力員所属校）

Ⅲ 研究結果の分析と考察

「特定の課題に関する調査」（国立教育政策研究所，平成 20 年）の結果に基づき，技術・家庭科

家庭分野（以後，家庭分野という）の住生活の内容における実践的・体験的な学習活動を指導する

上での課題を探った。その結果，住生活の学習指導を充実させるための実践的・体験的な学習活動

に必要な教具の現有数などが少ないこと，教師や生徒が入手容易な教材・教具を用いた題材開発が

求められていることがわかった。

そこで，本研究では，新学習指導要領の改訂のねらい，家庭科教育などの文献や先行研究から実

践的・体験的な学習活動のとらえを明らかにし，住生活の内容における題材の開発から指導資料の

作成を行い，それらの課題を解決する一例を示す。研究の基本構想，題材開発と指導資料作成の視

点と構成，開発した題材を活用した授業実践の概要と分析・考察の結果から，その成果と課題を述

べる。
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１ 中学校技術・家庭科家庭分野における実践的・体験的な学習活動に関する基本構想

家庭分野における実践的・体験的な学習活動の基本構想について，「内容の改訂」，「基本的な考

え方」，「指導の実態」，「実践的・体験的な学習活動を中心とした題材開発と指導資料」から述べ

る。家庭分野住生活における実践的・体験的な学習活動を充実させるため，日常生活を想定した

場面設定や簡易実験などを盛り込んだ題材を開発し，それらの活用方法を具体的に示す指導資料

を作成した。

(1) 家庭分野住生活における内容の改訂

今回の改訂は小学校の内容との体系化を

図り，指導事項は【表１】のように整理さ

れた。Ｃ「衣生活・住生活と自立」につい

ては，人間を取り巻く身近な環境の視点か

ら衣生活と住生活に関する領域を 1 つの内

容として設定された。

家庭分野では，これまで被服製作実習を

伴う「簡単な衣服の製作」が選択であったが，今回の改訂では「布を用いた物の製作，生活を

豊かにする工夫」が新設され，すべての生徒に履修させることになった。布を用いた簡単な衣

服や小物を製作することを通して，衣生活や住生活を豊かにするための工夫ができることをね

らっている。住生活の内容では，【表２】に示すように，小・中の系統性や連続性がより重視

された内容となっている。これまで小学校で課題選択であった「暑さ・寒さ，通気・換気及び

採光」は，いずれもすべての児童に学習させることになった。整理整頓と清掃の内容は小学校

のみに整理された。これらの

学習内容を踏まえ，中学校で

は安全に重点を置いた室内

環境の整え方について取り

扱うこととしている。

また，学習した知識と技術

などを活用し，これからの生

活を展望する能力と実践的

な態度をはぐくむことの必要性から，内容Ａ～Ｃ中【表１】に，「生活の課題と実践」に関す

る指導事項を設定し，生徒の興味・関心に応じて，１又は２事項を選択して履修させることに

なった。

(2) 家庭分野における実践的・体験的な学習活動に関する基本的な考え方

家庭分野の学習指導では，体験から，知識と技術などを獲得し，基本的な概念などの理解を

深め，実際に活用する能力と態度を育成するために，実践的・体験的な学習活動が重視されて

いる。題材構成に当たっては，改訂の基本方針や具体的な指導事項を十分踏まえ，指導のねら

いに即した実践的・体験的な学習活動を設定することが重要である。中間（2004）は，実践的・

体験的な学習活動について「実践と体験は明確に分けることはできないが，実践的（practical）

に学ぶということは，生活に関係のある実践問題を通して学ぶことであり，自分で実際に行動

することを通して学ぶことである。体験的（experiential）に学ぶということは，自分自身で

経験することであり，実践そのものではないが，関心を高めるきっかけとなり実践の前提とな

ると考えられる。」と述べている。そして，望月（2008）は，総合的な能力を育成する家庭科

【表１】小・中の内容の体系化

小 学 校

家 庭 科

Ａ「家庭生活と家族」

Ｂ「日常の食事と調理」

Ｃ「快適な衣生活と住まい」

Ｄ「身近な消費生活と環境」

中 学 校

技 術 ・ 家 庭 科

家 庭 分 野

Ａ「家族・家庭と子どもの成長」

Ｂ「食生活と自立」

Ｃ「衣生活・住生活と自立」

Ｄ「身近な消費生活と環境」

【表２】小・中の系統性や連続性を重視した住生活の内容

小
学
校

・整理整頓と清掃

・室内環境の整え方

（住んでいる地域の暑さ・寒さ，通気・換気及び採光）

中
学
校

・住居の基本的な機能

・安全な住まい方の工夫

（防災，幼児・高齢者の家庭内事故）

・室内環境の整え方

（化学物質，一酸化炭素，カビ，ダニなどによる室内空気の

汚染や騒音が及ぼす健康への影響）
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の目的を達成するための総合的な学習方法として「実習」「実験」「見学」「調査」「体験」など

の実践的・体験的な学習活動を駆使して指導を進めることの重要性を述べている。

一方，中学校学習指導要領解説技術・家庭 【表３】実践的・体験的な学習活動に関する記載

編に記載されている実践的・体験的な学習活

動のとらえを【表３】に示す。

家庭分野では，実際の生活を営む上で必要

な４つの学習内容について，理論や考え方の

みの学習に終わることなく，衣食住などに関する実習や調査などの実践的・体験的な学習活動

を通して具体的に学習することにより，学習した知識と技術が生徒自らの生活に生かされるこ

とを重視している。

以上，新学習指導要領の改訂のねらい，家庭科教育などの文献調査から，家庭分野における

実践的・体験的な学習活動を次のようにとらえる。「体験的に学ぶ」とは，頭で考えて分かる

だけでなく，手先などの体の部位や五感を使って生活に必要な知識と技術を経験させ，実感を

伴わせる状態であり，「実践的に学ぶ」とは，体験的な学習活動によって身に付けた知識と技

術を，実際の生活において活用しようとする状態とする。

(3) 家庭分野住生活における指導の実態

家庭分野住生活における指導の実態を把握するために，中学校家庭科教員を対象に，配当時

間，実践的・体験的な学習活動に当てる実習費や教材・教具の整備状況について調査を行った。

調査は，家庭分野家庭コースの要請研修に参加した教員９校９名を対象とした。

ア 調査対象

花巻市教育研究所中学校家庭科部会（４名）

和賀地区教育研究会技術・家庭科部会家庭班（５名）

イ 結果とその分析と考察

住生活の内容（布を用いた物の製作, 生活を豊かにする工夫の指導を含める）の配当時間

は,７～10 時間を検討している教員が多かった。衣生活・住生活の内容における実践的・体

験的な学習活動に充てる一人当たりの実習費は,800 円から 2,800 円と各校に差がみられた。

このことは，教師が指導する生徒の実態に応じて題材や教材を構成することができ，教師の

裁量に任されていることによるものと考えられる。

住生活の学習活動を充実させるための教具

の現有状況を【表４】に示す。5,000 円以下

で整備可能な温湿度計の現有校は半数を占め

ているが，カタログ価格で１～６万円程度に

なる気体検知管，高齢者疑似体験セットの現

有が極めて少ない。また，ディジタル動画操

作で住居の機能などが確認できるコンピュー

タソフト，騒音を計測する実験を可能とする

騒音計の整備は，高額な予算を要することから現有校はない。しかしながら予算があれば整

備したい教具として，高齢者疑似体験セット，コンピュータソフト，ディジタル騒音計など

をあげる教員が多かった。

一方で，新学習指導要領に基づく学習活動を充実させるために，各校で今年度から次年度

にかけて優先して整備したい教具は，電動ミシンが５校と最も多く，次いで包丁及び殺菌収

技 術

・

家 庭 科

製作，整備，操作，調理などの実習

や，観察・実験，見学，調査・研究

など

家庭分野

住 生 活

調査や観察・実験・住生活を豊かに

するための小物製作など

【表４】住生活学習教具の現有状況（９校中）

機 器 名 な ど 現有校

温湿度計 ４校

住宅用温度計３点セット １校

デジタル照度計 ２校

気体検知管 １校

高齢者疑似体験セット １校

騒音計 ０校

住居の機能確認ＰＣソフト ０校
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納庫，ガスコンロ，アイロン，住生活学習教具であった。食生活や衣生活の実践的・体験的

な学習活動を充実させるための教具が従前から不足していること，「布を用いた物の製作，生

活を豊かにする工夫」が必修となったことなどから製作実習の時間的効率を上げるために電

動ミシンの充足を最優先させたい状況がうかがえる。

以上のことから，家庭分野の学習指導では配当時間，実習費，教具の現有のいずれにおい

ても，食生活・衣生活に重点が置かれがちで，住生活の内容における実践的・体験的な学習

活動を十分に行うことができない状況が明らかになった。これは，大学で住居学を専門とし

た教員が少なく，食品・栄養学や被服学を専門とする教員の割合が多いことや，食生活は食

材，衣生活は布や衣服など容易に入手できる材料で教材・教具が準備できるのに対し，住生

活は実際の生活が持ち家から共同生活施設と生徒の住居・住環境が多様化しており，実生活

に介入した学習課題の設定が難しいことなどが要因として考えられる。住生活の学習指導が

理論や考え方のみの学習に終わることなく，実践的・体験的な学習活動を通した具体的な学

習に展開するためには，教師や生徒が入手容易な教材・教具を用いて，生徒の実際の住居・

住環境に介入せずに日常生活を想定できる場面設定や簡易実験などを盛り込んだ題材など

を開発し，指導を支援することが必要である。

２ 実践的・体験的な学習活動を中心とした題材開発と指導資料

(1) 題材開発の視点

住生活の内容における実践的・体験的な学習を中心とした題材を開発した。題材を開発する

視点として，住生活の内容と具体的な指導事項を踏まえ，指導のねらいに即した実践的・体験

的な学習活動が展開できることを重視した。題材に重視する視点は，日常生活を想定できる場

面設定から課題解決的な学習が展開できること，身近な材料で簡易な観察・実験が展開できる

こと，住生活を豊かにするための布を用いた小物製作が展開できることの三つである。これら

三つの視点から開発した題材と実践的・体験的な学習活動との関連を【表５】に示す。

【表５】開発題材の視点と実践的・体験的な学習活動との関連

題材の視点【指導項目】 開発題材 実践的・体験的な学習活動

日常生活を想定できる場面設定か

ら課題解決的な学習が展開できる

こと

【Ｃ(２)ア・イ，Ｃ(３)イ】

家族が安全・安心な室内環境を

考えよう

課題解決的な学習

・コラージュ作成

・作品発表と相互評価

・セブンクロス法ワークショップ

・住まいの安全対策発表会

身近な材料で簡易な観察・実験が

展開できること

【Ｃ(２)イ】

換気・除湿の状態を確認しよう 簡易模型による換気・除湿の観察

洗剤のいらない汚れ落とし剤を

作って，使おう
油・ほこりの混合汚れの分解観察

住生活を豊かにするための布を用

いた小物製作が展開できること

【Ｃ(３)ア】

住まいの安全・安心対策や節電

に役立つ小物を工夫しよう

布を用いた物の製作実習

・非常持出袋の工夫と製作

・玄関収納ポケットの工夫と製作

・落ちないクールネックタイ

家庭分野の学習指導を計画する際，これまで指導してきた題材にとらわれずに，改訂された

学習指導要領の学習内容ごとのねらいをしっかりととらえ，このことを題材や学習活動を工夫

する際の視点とすることが重要である。今回は教師や生徒が入手容易な教材・教具を用いた住

生活の題材を開発したが，より実践的・体験的な学習活動を充実させるためにも，教材・教具

については，食生活や衣生活の領域に偏ることなく，ＡからＤの４つの学習内容ごとに充実さ

せるよう，整備していくことも重要である。
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(2) 指導資料

ア 指導資料作成のねらい

家庭分野における実践的・体験的な学習活動を充実させる住生活の内容の題材開発を中心

に研究を進めてきたが，指導の実態調査から明らかになった住生活の内容における実践的・

体験的な学習活動を十分に行うことができない現状に加え，県内の家庭科教員の配置は免許

外教員の割合が多い現状も指導上の課題である。そのため，指導を充実させるには，開発し

た題材の活用方法を具体的に示す指導資料を作成し，実践的・体験的な学習活動の指導を支

援する必要がある。

イ 指導資料の構成

指導資料の構成は，題材ごとの指導資料

とその指導に活用できる生徒用学習シート

とする。教材の事前準備から，学習指導，

評価までの一連の流れを具体的に示すため

に，項目を工夫した。題材毎の指導資料の

項目を【表６】に示す。

ウ 指導資料の内容

題材ごとの指導資料から重要な点を抜粋

した指導資料の内容を【資料１】に示す。

【表６】指導資料の項目

題 材

○題材の視点

○題材名

○指導項目（関連）

○題材の目標

○題材の指導計画

○題材の評価規準

教師の事前準備
○教材・教具

○学習活動・地域資源活用

指 導 展 開 例

○学習活動・学習内容

○学習課題

○板書例

○指導上の留意点

○教材・教具活用場面

○評価場面・評価方法

【資料１】指導資料の内容

題 材 名 項 目

題材の目標

題 材 の

指 導 計 画

① 時間

② 時間

題 材 の

評 価 規 準

生活や技術への

関心・意欲・態度

生活を工夫し

創造する能力
生活の技能

生活や技術についての

知識・理解

～しようとしている ～考え、工夫している ～できる

～についての

知識を身に付けている

教 師 の

事 前

準 備

教 材 ・ 教 具
□

□

学 習 活 動 ・

地域資源活用

□

□

指 導

展 開 例

学習活動

学習内容
指導上の留意点，教材・教具活用場面，評価場面・評価方法

・本時の学習課題を確認する

学習課題：

板書例 【日常生活を想定できる場面設定】

モデル家族

７０歳代祖父母，４０歳代父母

子ども 中学生 1 人・小学生 1 人・幼児１人 など

【生活や技術についての知識・理解】

～についての知識を身に付けている

＜ 題 材 の 視 点 ＞

日常生活を想定できる場面設定から課題解決的な学習が展開できる

板 書 例

導 入

展 開

まとめ
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３ 開発した題材を活用した授業実践の分析と考察

開発した題材の有用性を考察するため，「安全・安心な室内環境を考えさせる題材」を活用した

指導計画を立てた。授業実践は，花巻市立矢沢中学校２年Ｂ組 28 名を対象に行った。実施日と学

習指導計画を【表７】に示し，次に，授業実践の概要と実践結果の分析と考察を述べる。

【表７】授業実践の実施日と学習指導計画

実施日 時 学習内容・学習課題 実践的・体験的な学習活動

11 月 16 日 １ 家族と共に住まう（住まいへの願い）

家族が「ホッとできる」室内環境を考えよう

・コラージュ作成

・作品発表と相互評価
11 月 18 日 ２

11 月 30 日 ３・４ 住まいの安全対策 ・セブンクロス法ワーク

ショップ

・発表と学習のまとめ

・「快適に住まう」学習状況

記録シートへの記述

(1) 授業実践の概要

【資料２】に，題材「安全・安心な室内環境を考えよう」を活用した授業実践の概要を示す。

授業の様子は，次頁図１～６によって示す。

【資料２】授業実践の概要

時 学習内容・学習活動 指導上の留意点 教材・教具

１／４ 家族と共に住まう（住まいへの願い）

・モデル家族が安心で楽しく住まう

室内環境を考える

・家族が集まったり，共用したりする

住空間について，家具の配置や団らん

の場をコラージュに表現する

少子高齢社会におけるモデル家族

が安心して生活できる室内環境を

コラージュで表現させる

モデル家族（７人家族）

・70 歳代祖父母

・40 歳代父母

・子ども３人

（中学生・小学生・幼児各１人）

・ﾌﾞﾗｯｸﾎﾞｰﾄﾞ

(画用紙黒)

・住まいに関する

雑誌・家具ｶﾀﾛｸﾞ

・水のり

・紙用はさみ

・自己評価ｶｰﾄﾞ

２／４ ・完成したコラージュについて，工夫

した点を発表する

・発表後，他の班のコラージュを見て

回り，付せん紙のピンク色に良く工夫

している点，水色に危険と思われる点

を記入し，貼付していく

・要点よくコラージュ作成で工夫

した点を発表できるように，発

表原稿作成シートを用いて，発

表の準備をさせる

・付せん紙に誹謗中傷を書かない

ように注意する

・ｺﾗｰｼﾞｭ完成品

・発表原稿作成

シート

・付せん紙

(ﾋﾟﾝｸ色・水色)

３・４

／４
住まいの安全対策

学習のまとめ

・安心と安全の相違点や，住まい

の安全を脅かしている現象，高

齢者と幼児の身体的変化や動き

の特徴について確認させる

・コラージュに貼付された水色の

付せん紙を課題として，重要度

の大小について考えさせる

・課題への安全対策を考え，ピン

クの付せん紙に記述させ，取り

組みやすさの順を考え，発表さ

せる。

・日常生活への実践意欲，工夫点

をまとめさせる

・教科書

・住まいの安全・

安心学習シート

・ｺﾗｰｼﾞｭ完成品

・セブンクロス法

ワークショップ

シート

・学習状況記録

シート

ホッとできる（安心な）室内環境は，快適で

安全な住まい方につながるか考えよう

家族の「安全」を確保した「安心」できる

快適な住まい方の工夫について自分の考えを

まとめよう

学習課題：家族が「ホッとできる」

室内環境を考えよう

学習課題：ホッとできる（安心な）

室内環境は，快適で安全な住まい方

につながるか考えよう

家族の「安全」を確保した「安心」

できる快適な住まい方の工夫につい

て自分の考えをまとめよう
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【図１】家族が「ホッとできる」

住まいのコラージュ作成の様子

【図２】家族が「ホッとできる」

住まいのコラージュ作成の様子

【図３】住まいのコラージュ発表原

稿を記述している様子

【図４】家族が「ホッとできる」住

まいのコラージュ発表の様子

【図５】水色の付せん紙に危険な点

を記述・貼付している様子

【図６】セブンクロス法ワーク

ショップによる安全対策発表会

(2) 実践結果の分析と考察

まとめの授業の最後に,「快適に住まう」学習状況記録シートへの記述による学習状況の調査

を行った。家族の「安全」を確保した「安心」できる快適な住まい方についての生徒の記述を

【表８】に示す。生徒の記述から，家族の一員であることを自覚し，幼児や高齢者との安全・

安心な住まい方の工夫を実践しようとする意欲がみられた。

【表８】学習のまとめの生徒記述

日
常
生
活
で
気
を
つ
け
て
い
き
た
い
こ
と

・妹を危険な目にあわせないようにする（妹を危険から守る）

・家で祖父母に危険な場所などがないか，気をつけていきたい

・私は祖父母が両方とも居る家族なので，小さな段差や階段は確かに危険だと思った。いつ

でも自分で見て，危険だと判断したら，すぐ行動できるようにしたい。また，家電や物の

置き方を考えたい（高い所には，できるだけ物を置かない）

・自分だけでなく周りに気を配ることで，危険な所などが見付かってくると思うので，まず，

自分が気をつけていきたい

・物を散らかさない。危ない物は安全な所にしまう

・常にみんなで生活する場をきれいにして，事故のないように生活する

・段差に気をつけていきたい

・コード（コンセント）でつまづかないように，コードを短くする。（完全に抜いておく）

・物をいろいろ置いていて，落ちそうな所があるので，こまめに片付けをする

日
常
生
活
で
工
夫
し
た
い
こ
と

・家具の置く位置や，どうすれば安心・安全な室内空間になるかを考えて整理すること（整

理しやすいように収納を充実させる）

・「角」は削ったり，布やゴムを付けたりして，頭をぶつけても大丈夫なようにしたい。

また「滑りやすい所」は，ゴムシートのようなものを置き，住みやすい家にしていきたい

・家電を低い位置に置き，戸棚を固定して物が落ちないようにしたい。また，コードは引っ

かかったらすぐ外れるものにしたい

・倒れやすいものや割れやすいものを，しっかり固定して，割れやすいものの近くに置かな

いようにしたい

・いらない物は，なるべく減らすようにする

・家の風呂は滑りやすいので滑り止めマットなどを使いたい

・階段に手すりをつけたい

・段差があるので，台をつけて登りやすくする
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「安全・安心な室内環境を考えさせる題材」を活用した学習のねらいは，住まいの安全の視

点から，家族が安心して住まうための室内環境の整え方を知り，住まいの在り方に関心を持っ

て，快適な住まい方の工夫ができるようにすることである。室内環境の整え方や快適な住まい

方を体験させる学習活動の一つとして住宅展示場の見学が考えられるが，最新の建築技術や設

備などを盛り込んだモデルハウスに生活課題の見いだしは期待できない。また，家具や家電製

品の配置など室内環境の整え方を模擬的に体験させることも難しい。一方で，生徒一人ひとり

が住まう実際の室内空間と家族構成を学習課題にしようとすると，多様な住居・住環境状況が

学習意欲を消極的な方向へと導きかねない。この題材を活用した学習は，モデル家族を設定し

た住まいのコラージュ作成から，幼児や高齢者との安全・安心な室内環境を考えさせることが

でき，実践的・体験的な学習活動を充実させる題材として有用であり，実生活への実践意欲の

向上につながることが明らかとなった。

Ⅳ 研究のまとめと今後の課題

１ 研究のまとめ

本研究は，中学校技術・家庭科家庭分野住生活の内容における題材開発と指導資料を作成する

ことによって，実践的・体験的な学習活動の充実に役立てようとするものである。

そのために，新学習指導要領の改訂のねらい，家庭科教育などの先行研究に基づき，家庭分野

における実践的・体験的な学習活動のとらえを明らかにし，それらを充実させる題材開発の視点

として，次の三つを示した。

・日常生活を想定できる場面設定から課題解決的な学習が展開できること

・身近な材料で簡易な観察・実験が展開できること

・住生活を豊かにするための布を用いた小物製作が展開できること

これらの視点に基づき教師や生徒が容易に入手できる教材・教具を用いて題材を開発した。

さらに，「安全・安心な室内環境を考えさせよう」の題材においては，授業実践を通した指導資

料を作成した。

２ 今後の課題

家庭分野の住生活における実践的・体験的な学習活動を充実させるために開発した題材は，非

常時の生活課題について学習を展開させる視点も含んでおり，開発した題材が活用できるよう指

導資料を充実させていく必要がある。

家庭科は実際の家庭や社会の課題を学習課題とする教科であり，東日本大震災などの経験から，

他の領域も盛り込んだ非常時の生活課題を学習課題とする防災に関連付けた家庭科の学習指導の

充実が求められている。

＜おわりに＞

この研究を進めるに当たり，ご協力いただきました先生方，生徒の皆さんに心からお礼を申し上げ

ます。また，研究協力員としてご協力いただきました先生方に感謝申し上げます。
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